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アパラチアン･トレイルとアメリカ文学

一 牧歌としての場所の感覚 -

89

星野 勝利

Iwenttothewoodstx!causeIwishedtolive

delitx!rately,tofrontonlytheessentialfacts

oflife,andseeifIcouldnotlearnwhatithad

toteach,andnot,whenIcanetodie,discover
thatIhadnotlived.

-HenryI)avidThoreau,胞1deD,1856

IbelieveIhavefinallyfound町niche,anditJs

hereinthewoods.Ithrivehere.Irelaxhere.

Ifeelsorighthere.

--一刀avidBrill,AsFat･AstheEyeCTaDSee,2001

1 はじめに

大学の概論レヴェルの授業､あるいは高校の総合的学習の時間の授業のなかで､

たとえばアメリカ合衆Egについて学ぶとする｡学び方にはさまざまな方法が考え

られる｡国家の歴史､政治制度､社会や経済の仕組みを調べる方法も有力である｡

歴代の大統領や州や都市の名前､人口や人種構成､文化や芸術､スポーツや芸能､

これらを探る方法も考えられる｡手もとの地図をひろげ｣合衆国の地勢図から接

近する方法も考えられる｡

合衆国の地勢図を眺めて気づくのは､ノロッキー山脈の巨大さとミシシッピー川

の長大さである｡地図上での両者の存在感の大きさは､ほとんど甲乙つけがたい｡

両者以外の山や川が目に入らないわけではない｡たとえば､川｡ロッキーの峡谷

を縫って太平洋に注くスネーク川､大峡谷を縫ってカリフォルニア湾に注ぐコロ

ラド川､メキシコ湾に注くリオ ･グランデ､東部を横断するオハイオ川､大都会

ニューヨークを横に見て､大西洋に静かに流れ込むハ ドソン川､などなど｡

川だけではない｡ロッキーに続く山なみも次第にその輪郭をあらわす｡西海岸

をはるかに望んで走るカスケード山脈､南に連なるシエラネバダU｣脈｡目を東に
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転じて､大草原を越え､ミシシッピーを越えると､広く合衆国東部を縦断する大

きな山塊が日に入る｡ロッキーの山なみほどその高さを誇示することはないもの

の､アメリカ東部の広い領域にわたり､確実にその地歩を固めている観のあるひ

とつの山塊､アパラチア山脈である｡

アメリカ合衆国について学ぶ際､いまかりに､ロッキーでもミシシッピーでも

なく､この山塊に関心を抱いた学生がいたとする｡しかもその学生が､アメリカ

合衆国の歴史や文化､自然や環境の問題にも､強い関心を抱いていたとする｡こ

のような場合､合衆国東部のひとつの山脈は何を提供することが可能か｡

2 アパラチアン･トレイル

中米やペルーでの勤務を経て1539年5月フロリダ半島に上陸したスペイン人探

検家フェルナンド･デ ･ソト(HernandodeSoto,1500?-1542)は､以後約3

年間､未開の地 (テラ･インコグニタ)の探索の旅に従事する｡大陸東部を中心

に､金銀獲得を視野に入れた旅である｡山岳地帯を越え､内陸深く進んだ一行は､

目の前にミシシッピーの大河を発見する｡勇躍川を越えたものの､目指す財宝に

出会うことのなかった一行は､失望のうちに引き返す｡その途上､デ ･ソトは､

ミシシッピー川の岸辺で息絶える｡息を引き取ったデ ･ソトの死体は､そのまま

ミシシッピーの川底に沈められたという｡インディアンによる死体冒とくを恐れ

たからである｡残された部下たちは､メキシコ湾に向かい､ミシシッピーを下る｡

フロリダ半島から新大陸内陸部に向かうデ ･ソトの旅は､原住民であるインデ

ィアン部族との絶えざる闘いの旅であった｡いまではその面影がほとんど窺えな

いものの､フロリダから内陸に向かうこの地は､かつては多くのインディアン部

族の住む世界であった｡いまでは ｢アパラチア｣と呼ばれるこの地域は､フロリ

ダ半島北西部に住んでいたチヨクトー･インディアンのことば｢アパラッチ-(向

こうがわの人々)｣を､デ ･ソトが用いたことに由来する｡このデ ･ソトが､ミシ

シッピー河畔で命を落としたのは､清教徒一行 (ピルグリム･ファーザーズ)が

大陸北部プリマスに上陸する 1620年の 80年も前のことであった (Highsmith,
7)｡

デ ･ソトの時代から約 300年､1838年から1839年にかけての冬､アパラチア

のU｣々 の中に居住していたインディアンの-部族が､ミシシッピーを越え､はる

か西部の地､オクラホマに設置されたインディアン保留地に移住する｡この移住

は､インディアンたちの望んだものではなかった｡1830年代に居住地内で金鉱が

発見されたことにより､それまでことあるごとに白人植民者たちと衝突してきた
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インディアンが､土地を買収され､結果として､白人の用意した居留地への移動

を強制された｡厳冬期の移動は過酷をきわめ､旅の途上で約四分の-が命を落と

す悲劇を招来する｡悲劇の主役となったのは､アパラチア山脈南部地帯に居住し

たインディアン､チェロキー族｡チェロキ｢族がオクラホマに向かって歩いた道

は､やがて ｢涙の道｣(TrailofTears)と呼ばれる｡

アメリカ大陸東部に横たわるアパラチア山脈 (TheAppalachianMountains)

は､全長約2600キロ､幅約100キロにおよぶ長大かつ広大なり｣脈である｡北はカ

ナダのガスぺ半島から､南は合衆国南部ジョージア州に至るこの日｣塊は､それ程

高い山々の連なりではない｡せいぜい標高数百メートル､高くても約2000メート

ル止まりの山塊である｡ただし､北から南に向かってグリーンU｣脈､アレグニー

山脈､ブルーリッジ山脈､グレート･スモーキー山脈と､多くの嘩々を従えたこ

の山脈は､近くに点在する町や村､そこを縫うように流れる数多くの川を抱え､

絵のように美しい風光明楯の地である｡同時に､森林資源や地下資源に恵まれた

ゆたかな自然の世界である｡しかしこの地は､デ ･ソトやチェロキーの悲劇にみ

られるように､北米大陸開拓の歴史､合衆国建国の歴史と､深く結びついた地域

でもある｡

19世紀前半のチェロキー族の悲劇から約 80年後､第一次世界大戦をくくり抜

けた頃のアメリカで､一人のU｣好きの男が､アメリカ東部アパラチア山脈の一つ､

バーモント州に噂を連ねるグリーン･マウンテンズの山に入る｡山の中ではるか

遠くを眺めやったその男は､彼方に拡がる連日｣を前にして､一つの思いを抱く｡

目の前に拡がる山々を､北はカナダから南はジョージアまで､一本の道で結ぶこ

とはできないか､という思いである｡1921年､この山男は､さる雑誌にこの思い

を寄せる｡これを契機として､思いが現実のものとなる｡1937年､北のメーン州

から南のジョージア州まで､アパラチアU｣脈を貫く一本の道 (トレイル)がつな

がる｡メーン州中部のマウント･カタ-デインからジョージア州北部のマウント･

オグレソープにいたるハイキングコース､アパラチアン ･トレイル(The

AppalachianTrail)の完成である｡ll

アメリカ合衆国の ｢トレイル｣といえば､一般にオレゴン･トレイルが知られ

る｡ミズーリ州インデペンデンスから､大草原地帯を越え､ロッキー山脈を越え､

オレゴン地方に向かい､太平洋に注ぐコロンビア川の河口アストリアに至るトレ

イルである｡3200キロにおよぶこのトレイルは､西部開拓史上もっとも有名な移

住路として知られる｡西部に至る交通路として1820年代から知られていたこのト

レイルは､｢涙の道｣の悲劇が起きた1840年代頃から､とみに利用されるように
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なった｡1843年に敢行された1000人を越える大集団の移住は､幌馬車隊の組み●

方､野営の方法､食料や飼料の補給等､その後の多くの移住者たちに範を示すも

のとなった｡しかしこのトレイルも､南北戦争 (1861-65)の後は､建設が進んだ

大陸横断鉄道にその役割を譲ることになる｡

｢トレイル｣という点では共通するものの､アパラチアン･トレイルとオレゴ

ン･トレイルあるいは｢涙の道｣の間には､役割や性格において大きな差がある｡

19世紀に形成されたオレゴン･トレイルや ｢涙の道｣が､生きるための道､すな

わち生活や生命の維持と直結した道であったのに対し､20世紀に形成されたアパ

ラチアン･トレイルには､このような背景は希薄である｡あくまでも､ハイキン

グのため､トレッキングのため､すなわち山歩きのための道である｡

このような道が､20世紀前半アメリカ合衆国において､なぜ形成されたのか｡

3 ジャズ･エイジの改革者

1921年に発行された小さな学術雑誌『アメリカ設計者協会誌』(Jozmalof也e

Ametllcat)hstl'tuteofAmhl'tects)の10月号に､次のような書き出しで始まる

-つの提言が掲載される｡

Somethinghasbeengoingoninthecountryduringthepastfew

strenuousyearsWhich,inthedinofwarandgeneralupheaval,hasbeen
somewhatlostfromthepublicmind.Itistheslow,quietdevelopment

ofaspecialtypeofcodnunity-therecreationcam).(Ed)lidge,47)

書き出しの文言から､時代背景がよく見える｡1921年という年は､第一次世界

大戦が終結してまだ間もない頃である｡このころ合衆国では ｢戦争｣による ｢喧

嘩と変動｣がまだ至る所に見られた｡じっさいアメリカは､この大戦に400万あ

まりの大軍を動員し､そのうち200万を越える兵をヨーロッパ戦線に送り出した｡

結果として､国家アメリカの姿が大きく変わる｡大々的軍需生産体制は､アメリ

カを債務国から債権国へと転換し､経済的､政治的に､大国への道が約束される｡

このような社会状況の中､人々が聞き慣れていない一つの ｢コミュニティ｣が､

ゆっくりと成長していた｡｢レクリエーション･キャンプ｣である｡

戦時下の喧嘩の中で失われ､戦後静かに成長しつつある ｢レクリエーション･

キャンプ｣は､この著者によると､特定の場に生み出されることが望ましい｡そ

の ｢場｣とは､いまだ人の手の入らないような ｢ワイルド･ランド｣である｡｢ワ
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イルド･ランド｣は､大陸西部シエラネバダ山脈､カスケード山脈､ロッキー山

脈､そして東部アパラチア山脈に抱かれた場に主として認められる｡ただし､｢レ

クリエーション･キャンプ｣のためには､この ｢場｣は､アメリカ東部にこそ兄

い出されなければならない｡なぜならば､｢キャンプ｣を真に必要とする人々はア

メリカ東部に住む人々だからである｡そのためにふさわしい ｢場｣となるもの､

それが､長大かつ広大な山塊､アパラチア山脈である｡その時々を一本のハイキ

ングコースで結ぶこと､これが提言である｡コースの名前は､｢アパラチアン･ト

レイル｣である｡

提言 ｢アパラチアン･トレイル一地域開発計画｣(An AppalachianTrail:A

ProjectinRegionalPlaJming) はペントン ･マッケイ (lientonMacKaye,

1879-1975)によってなされる｡マッケイ42歳の時である｡1879年､コネチカッ

ト州スタムフォードに生まれたマツケイは､早くから自然に親しむ｡9歳の時､

ボストン近郊シヤーリイに転居したマツケイは､友だちと秘密結社 ｢放浪少年ク

ラブ｣(TheR血blingBoys'Club)を結成し､近くの森をさまよい歩く.この結社

には､つぎのようなモットーがあったという｡

Togivetotheme血rsaneducationofthelayofthelandinwhichthey

live,alsoofotherlands,takinginGeography,Geology,Zoology,and

liota町Ofthem.(Ehblidge,69)

地理学､地質学､動物学､植物学を取り込みつつ､住んでいる土地 (ランド)

.のかたちを学び合うこと-10歳前後のこどもが掲げるモットーとしては､レヴェ

ルの高さが際だつ｡高尚でさえある｡こどもとして掲げたこの姿勢は､その後マ

ツケイの人生を貫徹するCハーバードの学生としてニューハンプシャー州のホワ

イト･マウンテンやバーモント州のグリーン･マウンテンズの山々を歩き回った

マッケイは､森林学で学位を取り､ワシントンの森林局で働き､国立公園指定の

準備として､ホワイト･マウンテンの森の管理の仕事に従事する｡その間に暖め

た思いが､アパラチアン･トレイルの提言へと連なる｡こどもの時の身近な ｢土

地｣への思いが､国レヴェルの ｢土地｣への思いへと拡大したと見ることもでき

る｡

アパラチアン･トレイルは､マッケイひとりの力でできあがったわけではない｡

共鳴した多くの協力者たちの共同作業でできあがったものである｡連山を一本の

道でつなぐという発想そのものも､マッケイの占有特許であったわけではない｡
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登山括動は19世紀後半頃から､主としてニューイングランド地方の知識人の間で

楽しまれてきた｡1875年創設の登山クラブ､アパラチアン･マウンテン･クラブ

は､ニューハンプシャー州の山々に数多くのトレイルを開拓していた｡ダートマ

ス ･アウティング･クラブも､同じくニューハンプシャー州に登山道づくりをし

ていた｡バーモント州やニューヨーク州でも同じ活動は行われていた｡ペンシル

ヴァニア州のブルー ･マウンテン･クラブも､ブノレ一･マウンテンに個別にトレ

イルを拓きつつあった (Ed)lidge,181)｡これら個別のトレイルを一本のトレイ

ルに結ぶこと､この点にマッケイの独自性があった｡

マッケイによると､アパラチアン･トレイル建設には三つの目的がある｡(1)

レクリエーションの機会の提供､(2)健康とその回復の可能性の提供､そして(3)

雇用機会の提供､である (Edblidge,51)｡雇用機会の提供は､一見､提言となじ

まない｡しかし､トレイルを結ぶことにより､トレイル近隣の町や村や町にも利

用者の宿や食料基地など､波及的雇用機会が生じることが想定される｡

未開地開拓の過程では､コミュニティの形成が避けがたい｡生命の維持のため､

生活のため､開拓者が共同体を営むことは､有益であり､自然である｡合衆国建

国の過程でも､このようなコミュニティーが数多く形成された｡1607年にバージ

ニアに建設されたジェームズタウンや､1620年に建設されたプリマスはその典型

といえる｡トランセンデンタリズムの信奉者たちが1841年にボストン郊外ウェス

ト･ロクスベリーに建設した理想主義農場ブルック･ファームも､その一つであ

る｡クェ-カー教徒の一派シェイカーが建造したシェイカ一 ･ヴィレッジも､旧

来の生清様式を固執するプロテスタント･ア-ミツシュ派の人々の村も､やはり

この流れの上にある｡

マツケイの ｢レクリエーション･キャンプ｣としてのアパラチアン･トレイル

は､このようなアメリカ的コミュニティを想起させる｡ただし､マッケイが描く

構成者は､これらのコミュニティの構成者と微妙に異なる｡アメリカ的コミュニ

ティを構成したのは､ピューリタンであり､トランセンデンクリストであり､シ

エイカーであり､ア-ミツシュであった｡いずれもヨーロッパ ･キリスト教文明

の洗礼をうけた人たちである｡しかし､マッケイによると､コミュニティとして

のアパラチアン･トレイルを構成するのは､ローマ帝国の辺境に住んでいたよう

な ｢野蛮人(llarbarian)｣である｡1927年のニューイングランド.トレイル会議

におけるマツケイの講演 ｢野外文化､一本道の哲学｣("OutdoorCulture一一The

PhilosophyofThroughTrails")によると､アパラチアン･トレイルの建設は､

｢野蛮人の侵略｣に等しいものであり､これは ｢大都市の侵略｣に対する ｢反撃｣
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にはかならない｡しかもこの ｢野蛮人｣は､｢ピューリタン｣ではない｡アメリカ

文化の根源にピューリタニズムとフロンティアを見る見方があるが(Turner,45)､

マッケイによれば､この ｢野蛮人｣は､｢魂｣という一種のダムに水を貯える｢ピ

ューリタン｣とは異なり､水を吐き出す rBF出口(sluiceway)｣の必要性を十分に

わきまえた ｢野蛮人｣ である｡

WhatmがIerOf皿an maytX!theco皿ingAmericanMBarbarian''? A

Purifier?Yes,perhaps,butnotaPuritan.ThellarbarianwhichIhave

inmindisaroughandreadyengineer.Heunderstandswaterpressure

aJldheunderstandshu批m Pressure.Hehovseachdemandsits

outlet....Aswithwaterpressuresowithsoulpressure:its"hydraulics"

arethesane.ThePuritanwouldbuildadaJn;butthellarbarianwould

buildasluiceway.(祉blidge,285-6)

コミュニティの建設は､本質的にユートピア志向である｡建設の際に想定され

る世界は､理想的なものとしての共同体である｡マッケイの目指すアパラチアン･

トレイルも､一個のユートピアである｡さながらローマ帝国を想起させる20世紀

前半､第一次世界大戦直後のアメリカ､激しく都市化するその社会の中で､辺境

の民パルバロイが反撃を試みる場､それがマッケイの描くユートピア､アパラチ

アン･トレイルである｡

アメリカ東部を縦断する山脈にマッケイはユートピアを見る｡ピューリタンが

貯えたダムの水をあえて放出する場としてのユートピアである｡一本の道は､そ

のための r排出口｣にはかならない｡このようなマッケイは､傍目には､｢歩くア

ナクロニズム｣であり｢ジャズ･エイジに迷い込んだ19世紀の改革者｣であった

(Ehblidge,69)｡なるほど当時にあっては､メイン州からジョージア州までの

山々を一本の道でつなぐこと自体､時代錯誤の夢物語であった｡しかしこの提案

はただちに協力者を呼び込み､1937年､ついに一本の道が完成する｡その後一時

的に切れ目ができることはあった｡しかし､第二次世界大戦後の1951年､再び一

本の道がつながり､1957年､現在のアパラチアン.トレイルが完成する｡この経

緯を見ると､アパラチアン･トレイルにかけたジャズ ･エイジの ｢改革者｣の夢

は､かならずLも時代錯誤のものではなかった｡
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4コンコードの森

1841年､ボストン郊外のブルック･ファームで､一つの共同体が誕生する｡フ

ランスの空想的社会主義者フーリエの思想を信奉するジョージ･リブリーによる

実験農場である｡6年後の1847年､農場は早くも破綻するが､農場が営まれたこ

の時期は､アメリカ南部で｢涙の遺｣の悲劇がうまれ､北西部で移住者たちが｢オ

レゴン･トレイル｣を移動していた時期とほぼ重なる｡このころ､ボストン近郊

コンコードのウォールデン湖のほとりで､自給自足の実験的生活を試みた若者が

いた｡ソロー (HenryDavidThoreau,1817162)である｡

湖のほとりの森の中に小屋を建てたソローは､1845年の7月4日(独立記念日)

から2年2ケ月間､その小屋に住む｡この生活を通してソローは一つの確信に至

る｡体験記 『ウォールデン』(胞1deD,WLl'fel'Dtbe肋o血 1854)によれば､

｢シンプルかつ賢明｣に生きること､これこそが､現実世界の中で ｢自己｣を養

う道であり､これは ｢苦痛｣であるどころか､むしろ ｢娯楽｣である､という確

信である｡

Inshort,IaJACOnVinced,tx)thbyfaithande耶rience,thattomaintain

one'sselfonthisearthisnotahardshipbutapastine,ifwewilllive
siq)lyandwisely.2)

やがてソローは身近な ｢自然｣に強い関心を寄せていく｡同時に､その中を｢歩

くこと｣にもこれに劣らない関心を寄せる｡1851年4月､ソローは､コンコード

のライシーアムで､｢野生的なるもの｣ ("TheWild")という演題で講演を行う｡

この講演は､この後何度も繰り返され､内容的にも充実したものとなる｡最終的

にェッセイ ｢ウオーキング｣(̀Walking",1862)として死後出版されるが､その

冒頭で､ソローはこう述べる｡

Iwishtospeakawordfornature,forabsolutefreedomandwildness,
ascontrastedwithafreedotAandculturemerelycivil,-toregardmen

asaninhabitant,orapartandparcelofNature,ratherthaname血er

ofsociety.(血blidge,3)
ソローは､｢自然｣について､すなわち ｢絶対的自由とワイルドネス｣につい

て語ることを願う｡人間は文明化された ｢社会｣の構成員であるよりも､むしろ

｢自然｣の構成員である｡それも､かけがえのない構成員であり､｢自然｣の中に
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こそ､｢文化｣と一線を画した真の ｢自由｣と､｢ワイルドネス｣がある､ソロー

はこう主張する｡

｢社会｣と ｢自然｣を二分化し､｢自然｣の中に､｢自由｣や ｢ワイルドネス｣

を見る｡この視点は､マッケイのそれにきわめて近い｡10歳前後のこどもとして

抱いた ｢土地｣への思い､その思いを継承する ｢レクリエーション･キャンプ｣

構想､｢野蛮人｣が機械文明に ｢反撃｣する場としてのアパラチア山脈-の視線､

そこを ｢歩く｣という発想｡このような視線や発想の背後には､アメリカ北東部

ニューイングランド地方の先達､森の生活者ソーローの影が重なる｡

重なるどころか､部分的に一体化する｡｢自然｣｢ワイルドネス｣｢ウオーキン

グ｣一一これらを日常的に実践していたソローは､湖畔の生活の合間を縫って､メ

ーン州北部の森も訪ねる｡『メーンの森』(2he胸1-DVoob,1864)はこの折の体

験を記す01846年の夏の未､コンコードからメーン州に向かったソローは､中心

地バンゴーからにさらに奥地に入り､ニューイングランド地方第二の標高を誇る

マウント･カタ-デイン(ソローは Ktaadnと表記)の登頂に13旺タ｡著書冒頭部で

は､この次第が詳しく記される｡ところが､ほかならないこの山が､20世紀のア

パラチアン･トレイルの北端の山となる｡

文学作品が特定の場所と関わるケースは少なくない｡関わりの度合いには､も

ちろん個別の差があるが､場所に関わる題名を持つ作品をだけを想起しても､枚＼
挙にいとまがない｡文学作品における場所の占める比重の大きさを示す証である｡

アパラチアン･トレイルということばを広義に解釈し､場所的にはトレイルの

存在するアパラチア山脈全体､時間的にはトレイル完成以前も含むとする｡関連

する作品リストは長大なものとなる｡時代的にトレイル完成時以前に限っても､

たとえば次のような作品群がこの範暗に入る(Marshall,617)O

WilliamBartraJA,TzlaTlels(1791)

ThomasJefferson,NotesoDtheStateofVl'nglDl'a(1785)

CharlesBrockdenIbm,物 Bbtly(1799)

NathanielHawthorne,"TheAmbitiousGuest"(1835)

HernanMelville,"ThePiazza"(1856)

WaltWhitman,"SongoftheOpenRoad"(1860)

HenryDavidThoreau,飽e他1-LZ胎oゐ(1864)

JamesMooney,Utbof地eaezlakee(1900)

RobertFrost,NewHampsbllLTe(1923)
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ソローの 『メーンの森』は､メーン州奥地に向けたソローの三度の旅について

記す｡1846年9月のマウント･カタ-デイン登山､1853年9月のチェサンクック

湖への旅､1857年7月のアレガッシュ川とその近辺への旅である｡マウント･カ

タ-デインが､アパラチアン･トレイルを代表する山とすれば､その山とその近

辺の湖や川を､同行する友や道案内のインディアンと訪ね､その体験を詳細に記

すこの作品は､広義のアパラチアン･トレイル紀行文とみて差し支えない｡

『メーンの森』を含む上記作品群は､このような意味で､アパラチアン･トレ

イル関連アメリカ文学の範噂に入る｡内容は多様である｡バートラムは､チェロ

キー族の住んだアパラチア山脈南部について語り､ムーニーは､そのチェロキー

族の神話について語る｡ジェフアソンは､ブルーリッジの山々を歩いてバージニ

アの豊かな自然について記し､ブラウンは､ペンシルヴァニアの峨々たる山を舞

台にした物語を書く｡詩人ホイツトマンの詩集 『草の葉』は､自由な広い世界に

向かうエネルギーを讃える詩でうまり､アパラチアン･トレイルが通るニューヨ

ーク州ハドソン川西岸ベア ･マウンテン国立公園には､ホイツトマンの銅像も建

立される｡一方､『緋文字』の作家ホ-ソーンは､ホワイト･マウンテンのふもと

の出来事を短い物語に仕上げ､海の作家メルヴイルは､短編 ｢ピアザ｣ で､マサ

チューセッツ州西部バークシャー地方を代表する山グレイロックを物語の舞台と

する｡いずれもアパラチアン･トレイルの通り道である｡

詩人ホイツトマンは､望む世界へ自分を導く｢長い道｣として､前方に延びる

｢褐色の道｣を讃える｡ホイツトマンの思いを誘うこの ｢道｣は､文学的な ｢場｣

としてのアパラチア山脈､そこを結ぶ一本の道を想起させる｡さながら､ホイツ

トマンは､20世紀の一本の道を､時代に先駆け､幻視していたかのようである｡

AfootandlightheartedItaketotheopenroad,

Healthy,free,theworldtx!forene,
Thelongbrownpathbeforemeleadingwhereverichoose.

("SongoftheOpnRoad,"Enblidge,261)

5 アパラチアの森

アメリカ大陸開拓の歴史は､｢未知の世界 (テラ･インコグニタ)｣開拓の歴史

である｡｢テラ･インコグニタ｣を支配していたのは､なによりもまず､｢自然｣

であり､｢荒軌 であった｡開拓の歴史とともに､文明化が進み､文化が形成され､
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文学が生じる｡その過程において ｢自然｣や ｢荒野｣が大きな役割を果たすのは

必然である｡アメリカ文学においてとりわけ ｢自然｣や ｢荒軌 のはたす役割が

大きいのは､このことによる｡

｢自然｣や ｢荒軌 を対象とする書きものを ｢ネイチャー ･ライティング (自

然文学)｣とよぶことがある｡独立した文学ジャンルを指す用語として比較的最近

用いられるようになったものである｡ソローの文章は､精微な科学的観察とゆた

かな詩的感覚を融合させたものとして知られるが､ネイチャー･ライティングの

核となるのは､基本的にこのような文章である｡ただし､この呼称の意味の範囲

は広い｡自然に関わる物語や詩､科学的書き物､紀行文､探険記､ジャーナリス

トのエッセイ､これらもその範暗に入る｡

ネイチャー ･ライティングを眺める視点のひとつとして､｢エコクリティシズ

ム｣が指摘される｡1970年代にはじまるこの視点は､文学批評のひとつの在り方

を示す｡文学とは､社会の中の人間､すなわち制度や組織のなかの人間を描くも

のではなく､自然の中の人間､生命国のなかの人間､自然環境あるいはエコシス

テムというネットワークに組み込まれた人間を描くもの､という視点である｡人

間と自然環境を一個のコミュニティとしてとらえるこの視点は､西欧文明の伝統

的な視点､すなわち自然と人間､物質と精神を峻別する二元論的視点を､基本的

に否定するものである (伊藤､1-16)｡

エコクリティシズムの視点からネイチャー･ライティングを眺める場合､｢場所

の感覚 (sense ofplace)｣が重要である｡ネイチャー ･ライティングにおける

意味の中心が､自然や環境の中における人間､すなわち自然や環境と人間のネッ

トワーク的関係性であるとすれば､自然や環境がどのような役割を果たしている

か､すなわち 噸 所｣がどのような役割を果たし､どのように機能し､人間がそ

れとどのように関わり合っているか､が重要な要素となるからである｡この角度

から眺めると､たとえばソローの 『ウォールデン』は､ボストン近郊コンコード

の ｢場所の感覚｣の精微な表象となる(Buell,257)｡アパラチアン･トレイルの場

合はどうか｡

アパラチアン･トレイルには､毎年約400万のハイカーが入るという｡大部分

はトレイルの一部を短期間楽しむ人である｡しかし中には､トレイル全体の摘殻

を目指すものもいる｡春から秋にかけ､5ケ月から6ケ月をかけて踏政に封旺r人

である｡山なかまはこの人たちを ｢スルーハイカー｣(thru-hiker)と呼ぶ｡

スルー ･ハイカーのひとり､デヴィッド･ブリル(I)avidBrill)の体験記 『目

路の限り』(AsPat･AstbeEyeCanSee,1990､2001増補版)は､アパラチアン･
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トレイルについての ｢場所の感覚｣を鮮明に語ってくれる｡

1979年､23歳の若者ブリルは､ふとしたことからアパラチアン･トレイルの存

在を知る｡存在を知ったブリルは､ただちにスルー ･ハイクに挑む｡背景にはブ

リルを取り巻く社会的状況がある｡第一次世界大戦後に ｢ロスト･ジェネレーシ

ョン｣(LostGeneration)が生まれたのと同様に､ベトナム戦争後､アメリカ合

衆国には ｢ビート･ジェネレーション｣(BeatGeneration)が生まれる｡葛藤と混

乱の時代をくそり抜けたこの世代には､信念と決断と実行が求められた｡しかし､

これに少し遅れる世代のブリルにとって､社会的状況は次のようなものであった｡

llutfometherewasnowar,noshowdown.Instead,therewasonlycollege
andacontinuationof町 COmfortablelife.Onceinschool,andwithout
havingmdetheslightestSacrifice,Isavoredalltheprivilegeswon

bytheyoungICOPlewhohadprecededmeandhadwagedthesocial

revolution.(15)

山に向かうブリルには､明確な目的なしに生活を送ることへの懐疑の念と､ベ

トナム世代に対する後ろめたさが混在する｡混在する意識を抱えて山に入るブリ

ルは､なかまとともに､テントで眠り､シェルターに泊まり､時にはトレイル沿

いのホテルやモーテルに宿を取る｡北を目指して三週間後､ノースカロライナ州

ホットスプリングズに辿り着いたブリルと同行者ダンは､ビスガ国立公園の青い

山々を遠望するその地で､ベトナム戦争時に学生時代を過ごし､今この地で宿と

農場を営む二人の男性に出会う｡近隣の文人･芸術家が集散するこの宿は､夜に

なるとさながら ｢みちのくルネッサンス村｣(backwoodsRenaissancecoⅢmnity)

の観を呈する｡宿主二人は ｢60年代の灰の中からよみがえった二人の教師｣のよ

うな存在であるが､この二人と親しく語り合い､農場にも案内されたブリルは､

デュークとイエールという最高学府に学びつつも､最終的に今の生活を選択した

この二人の中に､｢兄弟愛､共有､愛､平和､自然愛｣という ｢時代精神の精華｣

をみてとる｡とりわけ､イエール大学に学び､極東に旅し､牧師職を目指･し､そ

れをなげうっていまアパラチアン･トレイの隣接地で農場を営むラングルに､ブ

リルは強く共鳴する｡ランダルと語り合って ｢善と美で満ちみちた世界｣の実在

を実感したブリルは､夜更けの月あかりのもと､夜露が光る農場でせせらぎの音

を耳にしながら､次のような感覚に襲われる｡
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Suddenlythetx)undariesseparatingnefromthetranquilnightworld

disappeared.Themountainsengulfedme, andibegaJltOfeelasifi

hadjustbeenh)rn intoaWorldfilledwithpeace.

IexperiencedsuchanintenseswellofemotionthatIcouldhardly

containit,andforthefirsttineinnylifeIknewthatGodaJldall

Hisgoodnesslurkedineveryrock,ineverytree,ineverybladeofgrass,
andinne.(146)

スルー ･ハイカーにとって､ホット･スプリングズは､アパラチアン･トレイ

ルの経過地のひとつに過ぎない｡しかしブリルにとってこの地は､｢神とその善

意｣の実在を教えてくれる場である｡この場所をブリルは､｢滋養､愛､受容､目

覚め｣を提供してくれる場として､｢エデン｣(139)とよぶ｡

ソローの師エマソン (RalphWaldDEmerson,1803-82)のエッセイ ｢自然｣

("Nature,''1841)には､よく知られた次の一節がある｡ホット･スプリングズで

のブリルの体験は､全身を通して流れる｢普遍者｣(thiversalBeing)の体験を語

るものとして､エマソンの記した感覚ときわめて近い｡

Ibecomeatransparenteyeball;Iannothing,･Ⅰseeall,･thecurrents

ofUniversalBeingcirculatethroughme;Ianpartorpar celofGod.3)

作品 『目路の限り』に一貫して流れるのは､ホット･スプリングズで体験した

.この感覚である｡山行きの仲間三人とアパラチアン･トレイ)掘り姶者マッケイに

捧げられたこの本で､ブリルはさまざまなことを語る｡自然のこと､天候のこと､

動植物のこと､危険な体験､出会いや別れ､若者たちの生態､家族のこと､本の

こと､そして､当時の仲間との20年後のマウント･カタ-デイン再登山｡これら

について､ブリルはきわめて雄弁に語る｡アパラチア山脈を代表する特産品とし

て､キルト(キルティング)があるが (E血Iidge,Ⅹi)､ブリルの体験談は､さな

がら言葉で編まれたキルトである｡

キルトのような体験談の中で一貫して変わらないのは､アパラチアン･トレイ

ルに対する肯定的視線である｡ホット･スプリングズというひとつの場を､ブリ

ルは ｢エデン｣と規定する｡具体的には､上に見たように､｢滋養､愛､受容､目

覚め｣としての場である｡このような ｢場｣の感覚は､アパラチアン･トレイル

全体に及ぶ｡トレイル完成以来､アパラチアン･トレイルが人々に提供し続けて
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きたものとして､ブリルは次の三点を手封商する (16)｡

(1)spiritualandphysicalgrowth

(2)coⅢMlionwiththenaturalworld

(3)selfdiscovery
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アパラチアン･トレイルに対するブリルの ｢場所の感覚｣は､上記三点に集約

される｡｢精神的成長｣､｢自然界との触れ合い｣､そして ｢自己発見｣の感覚であ

る｡この感覚は､ブリル固有のものであるわけではない｡ソローやエマソン､そ

してホイツトマンやマツケイにも､確実に通底するものである｡

6 おわりに

羊飼いや農民が主役となる詩として､田園を背景とするパストラル (pastoral)

がある｡紀元前3世紀のギリシャ詩人テオクリトゥースに始まるこの詩形は､ひ

とつの形式として､ローマの詩人に受け継がれ､ウェルギリウス (ヴァ-ジル)

の代表作『牧歌』に流れ込む｡時代を下って､15世紀以降中世のヨーロッパでも､

伝統的形式を持つ牧歌､あるいは田園詩として､詩の世界だけでなく､演劇や絵

画､あるいは音楽の世界でもひろく継承されていく｡

パストラルの形式的特徴のひとつは､牧夫 (羊飼い ･農民)の存在である｡平

和な田園に生きる牧夫は､必ずしも単純な存在ではない｡管理された場としての

牧場や農場､あるいは田園は､未開の人間あるいは蛮人 (パル)てロイ)の住む世

界に比べれば､文明の側に大きく傾斜した場である｡他方､都市や町の世界に比

べれば､非文明の領域に大きく傾斜した場でもある (フロム､122)｡このような

場に生きる牧夫は､必然的に両義的存在となる｡文明と自然の狭間で生きるひと

りの人間である｡

アパラチアン･トレイルの構想を､マツケイはローマ文明に対するパルバロイ

の反撃にたとえた｡ダムの ｢はけ口｣にもたとえた｡ダム建造者として指摘した

のはピューリタンである｡北米大陸開拓の先頭を切ったひとたちである｡この視

点に立つマッケイには､牧夫の輪郭が重なる｡文明化の道を進む国家アメリカと

原初の自然をとどめるアパラチアの山々の間で､平和な一個の世界を希求する牧

夫の輪郭である｡

マッケイが牧夫とすれば､アパラチアン･トレイルは牧場であり､アパラチア

ン･トレイル関連文学は､基本的に牧歌となる｡この牧歌の射程は広い｡自然､
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歴史､環境｡テーマとしては､これらすべてを包含する｡ソロー､マッケィ､ブ

リルの書は､このような牧歌の表象にはかならない.アパラチア山脈を貫く一本

の道は､この意味では､北米の自然や歴史や環境を包含する大いなる道でもある｡

1)トレイル南端部は､1958年､道路建設等の影響により､MountOglethorpe

からやや北上した場所にある SpringerMountain に移動する｡1968年､

SpringerMountain から MountKatahdin までのAppalachian Trailが､

NationalTraih System の一つとして､議会で公式に認定される｡同時に認定

された トレイルは次の通 り｡Natl'omlSbent'C2hHs:Appalachian Trai1.

ContinenntalDiddeTrail,IceAgeTrail,NatchezTrace,NorthCountryTrail,

Pacificc陀StTrad,PotomacHeritageTrau. Nab'oDalHfstomJc2laHs:

IditamdTrail,JuanBatistadeAn 2:aTran,LewisandClarkTrail,Morm on

PioneerTrail,NezPer舵Trai1,OregonTrail,SantaFeTrail,TrailfToTears.

Cf.Emblidge,p.207.

2)Ⅵ10reau,HenryDavid.WhldenlwLUel'Dthewads.乃eWTl'b'ngsol

HenLy Davl'd 乃omau, Ed.J.Lyndon Shauley.Princeton:P血nceton

UniversityPress,1971:70.

3)Emerson,RalphWaldo."Nature."222eCmplete肋血 ofRalph胞1do
血ezISaD.Ed.Joe1秒erson.NewYork:hmsPress,1979:10.
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ハロルド･フロム他著 (伊藤詔子他訳･解説)『緑の文学批評 -エコクリティシ

ズム』(松柏社､1998)｡
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